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1.はじめに

'̀C年代値を利用する場合には,測定試料が4C年代法の

原理に即 した適 した試料であるか否かの吟味が必要 となる.

というのも,'4C年代は以下の仮定が成り立つとして,得 ら

れる年代であるからである. (1)大気中'.C濃度が過去も

現在も一定であったこと. (2)生きている生物体を構成

している炭素の'4C濃度が大気中炭酸ガスの炭素の14C濃度

と等 しいこと. (3)生物遺体に死後夕帽βから炭素の付加

がないことである.

しかし様々な試料において.これらの仮定を厳密には満

たさない例は多い.それ故,もし測定試料が上記の1-C年

代法の仮定を満たさないと考えられる場合,その効果が年

代にどの程度影響するのかを定量的に見積 もることは重要

である.

陸産貝類化石の'4C年代はよく古めに出ると言われており,

このことを'-C年代異常と呼んでいる.例えば,
(Evineta/.,1980)では同一層準から採取 した殻化石と

木炭,泥炭,骨などの'-C年代を比較 して殻化石で約300年
第 1回 :研究地域

から1,200年古 くなっていることを示 している.他にも,BurleighandKerney (1982).Goodfriend

andstipp (1983).Goodfriend (1987)で'4C年代異常が報告されている.14C年代異常の原因は.陸産

貝類が生きている時点の殻の'-C濃度が.当時の大気中炭酸ガスの'4C濃度より低いことが原因であると考え

られる.つまり (2)の仮定が成立 しない問題に相当する.

GoodfriendandStipp (1983)はジャマイカ島の現生陸産貝類殻の14C濃度分析から,石灰岩地域に生息

するすべての種について1-C年代異常を報告 している.殻の'4C濃度が低い原因は年代の古い石灰岩の炭素が

殻の形成に利用されるためであると考えられる.石灰岩を摂取する陸産貝類がいることは野外での観察や飼

育観察で知 られている.またRubinetal.,(1963)では,'4Cで標識 した炭酸カルシウムを陸産貝類に摂取さ

せる トレーサー実験から.石灰岩の炭素が殻の炭素の約10%程度を構成することが示されている.

鹿児島県大島郡喜界島はサンゴや有孔虫殻を多量に含む年代の古い石灰岩が陸上に豊富に存在 している.

喜界島では陸産貝類殻化石が風成砂丘堆積物中の古土嬢層によく保存されており,この化石の4C年代を使

った研究が行われている. しかし,日本では陸産貝類の'4C年代異常についての研究は行われていない.

そこで本研究では,喜界島に生息する陸産貝類の14C年代異常を種別に定量化することを目的とした.普

た,'4C年代異常と石灰岩の寄与 との関係,陸産貝類の軟体部と殻の炭素起源の違いについて報告する.義

後に現生試料から見積もった14C年代異常値 を使って,風成砂丘堆積物から採取,測定 した化石陸産貝類の

1.C年代 と補正後の'.C年代を朝告する.
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2.試料採取
'4C年代異常の見積もりは,現生植物と現生陸産貝類殻の'4C濃度を比較することで行うため,試料は同じ

年 (1996年)に生きていた植物の葉と陸産貝類を採取 した.試料採取は鹿児島県喜界島と静岡で行った(慕

1図).静岡では,石灰岩の寄与の小さい環境に生息する陸産貝類を得るために行った.また喜界島の風成

砂丘から陸産貝類化石を採取 し測定を行った.第 1表～第 4表に試料の一覧を,また第2図に喜界島の試料

採取地点を示 した.測定に用いた陸産貝類は喜界島産のBradybaenaphaeogramma,Cyclophorus

kikaiensis.Acustadespectakikaiens/'S,Conig/obus/ewis/'j.Luchuenareticulataと静岡産のAcusta

despectasiebo/dianaである.第7図に風成砂丘堆碩物の柱状図と測定 した14C年代を示 した.LSCno.は

ベンゼン法のcodeno.(静岡大学 )香,NUTAno.は加速器法のcodeno.(名古屋大学)を示 している.
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第 2区l:喜界鳥地質図と試料採取地点 (中仙 1969)に加筆

3.方法
14C濃度の分析は.ベンゼン液体シンチレーション法 (静岡大学)と加速器質量分析法 (名古屋大学)香

用いて行った.植物葉と陸産貝類化石はベンゼン法のみ,現生陸産貝類 (殻,軟体部)はベンゼン法と加速

器法の両方を用いた.加速器法では1個体以下,ベンゼン法では数十個体程度を測定に用いている (第 1表

～第 4表).現生の殻と軟体部の前処理は次のように行った.冷凍保存 しておいた陸産貝類を洗浄 し,110

℃で乾燥させる.ピンセットで軟体部を抜き取った後,紬.1規定のNaOH溶液で煮沸処理を行い有機物を

除去 した.黙留水で洗浄 して110℃で乾燥させ乳鉢で粉末状にした.

軟体部は殻から抜き取ったものを,粉末状にし1規定のHCl溶液に浸 した.反応が無いことを確かめ,慕

留水で洗浄 して110℃で乾燥させた.

4r 結果
A.現生陸産貝類殻の1.C漬度

第5表に現生陸産貝類穀の14C濃度と∂13Cの測定結果を示 した.methodのBNZ.,AMSはそれぞれベンゼ

ン法,加速器法を意味する.'4C濃度は%modernで示 した.%modernは標準試料の14C放射能に対する試料

の14C放射能の比を百分率 (%)で示 したものである.また14C年代値をyr.B.P.で示 した.
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第 l表 :現生陸産貝類の殻と軟体部の試料一覧 (ベンゼン法)

Land-snail sample species 採取地点 試料の種類 deadyear個体数 成長度 LSCno.

p

P

P

P

p

8

8

8

8

8

p1-B･p.shell Bradybaenaphaeogramma

p3-B･p.sheH Bradybaenaphaeogramma

p6-B.p.shelI-mat.Bradybaenaphaeogramma

p61BIPISheH-imm.Bradybaenaphaeogramma

pB-B.p.shelf-d Bradybaenaphaeo

1

3

6

6

R
】

P

P

P

P

p

殻 1996

穀 1996

殻 1996

穀 1996

殻 ≦1995

21 mature SURBS-45

16 mature SURBS-43

25 mature SURBS-41

72 immatureSURBS-30

- mature SURBS-12

C.k. p1-C.k.shelJ CyC/Ophoruskikaiensjs

C.k. p3-C.k.shelI CyclophoruskikaiensI's

C.k. p4-C.k.shelI CyC/OphoruskikaJ'ensis

C.k. pl,3,41C.k.body CyC/Ophoruskikaiens/'S 部

殻

殻

殻

体軟V
.

1

3

4

3

P

P

P

1̀リP

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

9

9

Ji

ri

Ll

rl

mature+
41 immatureSURBS-44

30 mature SURBS-46

30 mature SURBS-40

100 mature SURBS-52

A.d.k. pl-A.d.k.sheH Acustadespectakikaiensis

mature+
1996 78 immatureSURBS-47

C･/･ pA-C･LshelLd Conig/obuslewisij

第 2表 :喜界島現生植物葉の試料一覧 (ベンゼン法)

≦1995

leaf samp一e species 採取地点 試料の種類 採集年 LSCno.

H.r. pl-H.r｣eavesHjbI'scusF70saslnensis pI

P.k. p3-P.k.IeavesPiperkadzura p3

P.k. p4lP.k.leavesPiperkadzura p4

第 3表 :現生陸産貝類の穀と軟体部の拭料一隻 (加速器質量分析法)

植物葉 1996 SURBS-49

植物葉 1996 SURBS-28

植物葉 1996 SURBS-29

mature SURBS-15

NUTA

採取地点 試料の種類 deadyear個体数 成長度 no･lan皇:snai一 sam le
番茶鳥

SPeCleS

A.d.k. 3-A.d.k.shell Acustadesectakikaiensis ～ 1996 1 immature5635

1 immature5464

1 immature5465

1 immature5634

～ 1996

軟体部 1996

軟体部 1996

A.d.k. p6-A.d.k.sheH(amsIG)Acustadespectakikaiensjb p6

A.d.k. p6-A.d.k.body(ams-G)Acustadespectakjkaiensjb p6

3-Lr.she=(ams-DL.r. Luchuenareticu/ata p3

.
S

S

P

P

A.d.S. ps-A.d.S.sheH(ams-1) AcustadespectasieboldJ'ana

A.ds. ps-A.d.S.body(amsIT)AcustadespectasI'eboJdI'ana

第 4表 :陸産貝類化石の脚 斗一覧 (ベンゼン法)

穀 1996

軟体部 1996

1 immature5613

1 immature5614

species 採取地点 試料の種類 個体数 成長度 LSCno･land-snaH sample

B･p･ p6-B･p･fossH Bradybaenaphaeogramma

a.p･ KD-FLS-P Bradybaenaphaeogramma

c.h KDIFLS-C CyC/OphorusherklotsII

A.d.k. KCIL1-FLS-A AcustadespectakJ'kaiensis

A･d･k･ KCIL2-FLS-A AcustadespectakJ'kaiensJ's

A.d･kr p7lA･d.k･fossilAcustadespectakikaiensis

p6 殻化石 ca50 matureSURBS-55

pD 殻化石 一 matureSURBS-01

pD 殻化石 - matureSURBS-02

pc 殻化石 一 matureSURBSl10

pc 殻化石 一 matureSURBS-ll

p7 殻化石 88 matureSURBS-54
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第5表 :現生陸産貝類穀の14C濃度

Jand- 14C±10･ 513C

snaH sample (%modern) method(%)/PDB

B.p. p1-B_p.shell

β･p･ p3-B.p.she‖

B.p. p61B.p.sheH-mat.

β.p･ p6-B.p.shelHmm.

β.p･ pB-B.p.she=-d

101.9±1.2 BNZ. _10.8

109.2±1.4 BNZ. -ll.8

104.0±1.3 BNZ. _10.9

98.8±1.2 BN乙 _10.9

106.9j=0.8 BNZ. -9.1

1
204
-

C.k. pl-C.k.shell

C.k. p3-C.k.sheH

Ck. p4-C.k.shelI

111.8士1.3 BNZ. _ll.4

115.9±1.5 BN乙 -12.3

115.0±1.5 BNZ. _ll.9

A.d.k. p1-A.d.k.sheH 103.2±1.4 BNZ. -ll.4

A.d.k. p3-A.d.k.sheH(ams-B) 108.4土0.8 AMS -ll.1

A.d.k. p6-A.d.k.shell(amsIG) 108.0±1.0 AMS -12.3

C./. pA-C.I.shelトd 121.3±1.2 BNZ. -10(n.d.)

L.r. p3-L.r.she‖(ams-D) 96.3±0.8 AMS -ll,2

A.d.S. PSIA.d.S.she=(ams-I) 110.3±0.8 AMS -13.5

j.A...__J..__1J一己=_与_一__了.∈3.I.'FJ.･LLrあさ.･一..-LIJ-'JL.･
弟b表 ;喜界島U)1兄王†坦和美U)14し演TTi

14C+_16 513C

leaf sample (%modern)method(%)/PDB

H_r p1-日.r.leaves 114.3±1.3 BNZ. -29.1

P.k. p3-P.k.leaves 112.3±1.3 BNZ. -30.6

P.k. p4-P.k.leaves 111.4±1.2 BNZ. -32.0

mean 112.7±1.5

第 7表 :現生陸産貝類 (殻と軟体部)の14C濃度

land_ 14C±1cr 513C

snai一 samp一e (%modern)method(%)/PDB

C･k. pl,3,41C･k･body 113･lj=1･8 BNZ･ -25･1

C.k. p4-C.k.shelJ 115.0±1.5 BNZ. -ll.9

A.d.k. p6-A.d.k.shell(ams-G)108･Otl･O AMS -12･3

A.d.k. p6-A.dk.body(ams-G)113.5±1.1 AMS -26.4

A.d.S. ps-A.d.S.shell(ams-I) 110･3士o･8 AMS -13･5

A.d.S. PSIA.d.S.body(ams-l) 105･6j=l･O AMS -26･3



B.現生植物葉の'-C漬度

第6表に1996年6月,7月に喜界鼻で採取 した植物葉の1-C濃度 と∂'3Cの測定結果 を示 した.3試料は測定

誤差 25で一致 し.平均は112.7±1.5% (16)である.

C.殻 と軟体部のHc濃度

第7表に殻と軟体部の'-C濃度と813Cの分析結果を示 した.

5.考察
A.現生陸産貝類殻 と現生植物葉の HC濃度

殻の'-C濃度は2試料 を除いてすべて100%以上の高い濃度 を持っていた.殻 (caco3)は,主に代謝活

動で生成する炭酸ガス起源の炭素を利用 して形成されると考 えられる (CanpbellandSpeeg.1969).

従って殻のHC濃度は.陸産貝類が摂取 した植物の14C濃度を強 く反映すると考えられる.植物葉の14C濃度

は平均112.7±1.5%であり.殻が100%以上の14C濃度を持っているのは.植物の高い'4C濃度が原因である

と考えられる.また植物の'4C濃度が100%以上である原因は.ソースとなった大気中炭酸ガスの14C濃度が

核実験の影響 をうけて高いためであると考えられる.第3回は大気中炭酸ガスの14C濃度 と植物の14C濃度 を

1950年代-1996年にかけて年々測定 した結果である.

縦軸は%modern.横軸は西暦である.1950年代-

1964に行われた大気圏核実験の影響で.14C濃度が

最大200%程度まで増加 し実験停止後は減少傾向に

あることを示 している.ここ数年間の減少率は小さ

く.依然1950年以前の'4C濃度よりも十数%ほど高

い値である.喜界島の植物も同様に1996年の時点

で十数%ほど高い濃度 を示 している.14C年代法は.

生きている生物体の14C濃度が大気中炭酸ガスの14C

濃度と等 しいとき得 られる年代である｡植物の'4C

濃度は大気中炭酸ガスの'.C濃度と等 しいと考えら

れるため.穀の14C濃度が同時期に生きていた植物

の1̀C濃度 と等 しければ年代法の原理に合致 してい

るといえる.もし殻の14C濃度が植物の14C濃度より

も低い場合は,殻の14C濃度初生値が低いことにな

るから14C年代異常があるということになる.そこ

で現生試料 (1996年)の植物葉と陸産貝類殻の'4C

濃度 を比較 し14C年代異常の見積もりを行った.
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第 3回 :大気 植物の1-C濃度経年変化

B.陸産貝類殻の1.C年代異常

第8表に計算 した陸産貝類殻の14C年代異常値 を示 した.

14C年代異常は現生陸産貝類穀の14C濃度 と現生植物の14C

濃度の割合から求めた.14C年代異常は次の計算式から

見積もった.

14C年代異常 t -(-1/))'In(N/NO)

+err(16)=(ll/))'ln((N/NO)★(1-x))-t

-err(10')≡((1/))̀In((N/NO)'(x-1))+t)I(-1)

ここで

)=fn2/T :T=5568yr

x-(N/NO)◆√((±N/N)ー2+(±NO/NO)̀2)

N=%modern(sheH)
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第 4図 :I-C漬度 (%modern) と'-C年代異常の関係曲線

一植物の1-C濃度 を112.7%としたときの曲線-



±N-±%modern(shell)

NO=%modern(modernleaf:112.7%)

:±NO=%modern(moderr=eaf:1.5%)

Nに測定 した殻の%modern,NOに植物葉の%modernの

値 を代入する.式 t=(-1/A)★In(N/NO)をグラフ化 したも

のを第4図に示 した.横軸は%modern.縦軸は見積 もった14C年代異常値である.例 えば殻の14C濃度が.堤

生植物葉と同 じ112.7%であれば14C年代異常値t-Oと計算される.また殻の14C濃度が100%であれば14C年代

異常値は96()年 と計算される.

第5図は喜界島の現生植物葉の14C濃度 と陸産貝類の14C年代異常値 を種 ごとにまとめて示 した図である.

右側の縦軸 は%modern(10gスケール),左側の縦軸は計算 した'4C年代異常値 を示 している･各測定値の

エラーバーは%modernの測定誤差 10,を示 している.14C年代異常値の誤差16は160年以下である.現生

植物葉の'4C濃度については 3試料の平均 (112.7%)と標準偏差 1♂ (±1.5%)の範囲を示 している.

Bradybaenaphaeogrammaではすべての個体群において'4C年代異常がみられ.平均は640±320 (yr.±

15)であった.Acustadespectak/'kaiensisにおいても'4C年代異常がみられ,平均は450±220 (yr.±l

a,)であった..Luchuenareticu/ataでは最大値1260±130 (yr.±15)を示 していた.Cyclophorus

kJ'kaiensis平均 は 114,2±2.2%であり,植物葉の平均 112.7±1.5%と標準偏差 15で一致 し14C年代異常

がない種であると考えられる.Conig/J'bus/ewisii 関 しては死殻試料であるため14C年代異常があるかどう

かは確かめられなかった.

●

C.HC年代異 常 と石灰岩の寄与 の関係 について

14C年代異常のばらつきを比較すると,14C年代異常のあるBradybaenaphaeogrammaとAcusta

despectakikaI'ensisでばらつきが大きく,'4C年代異常のないCyC/Ophoruskikaiensisでばらつきが 小さ

いという特徴があった.'4C年代異常のないCyclophorusk/'kaJ'ensJ'Sで比較的ばらつきが小さい理由は.檀

物のみを摂取 し石灰岩 を取 り込まないからだと考えられる.また'4C年代異常のある種でのばらつきの主な

原因は.石灰岩 を取 り込む割合が個体群によって異なること,また地点により石灰岩の4C濃度が異なって

いる可能性の2つが考えられる.

次に静岡産のAcustadespectasiebo/d/'anaと喜界島産のAcustadespectak/'kaI'ensisの14C年代異常 を

比較 した.静岡産のAcustadespectasiebo/dianaの14C年代異常は170±130,喜界島産のAcusta

despectakikaiensisの14C年代異常の平均は450±220 (yr.B.P.)であった.Acustadespecta

siebo/dianartAcustadespectakI'kaiensisが同種に分類 されることから,この14C年代異常の違いは石灰

岩の有無 という生息環境が原因 しているのかもしれない.

D.殻 と軟体部のHc濃度 の比較

第6図は種 ごとに穀 と軟体部の14C濃度 を

比較 したものである.'4C年代異常のない

CyC/Ophoruskikaiens/'Sでは殻 と軟体部

の'4C濃度は誤差1Jで一致 したが,14C年

代異常がみられたAcustadespecta

kikaJ'ensJ'Sでは殻の14C濃度が約 6%軟体

部よりも低かった.この2種の軟体部の

'4C濃度は植物の'4C濃度 と誤差10･内で一

致 し.軟体部の炭素起源は現生植物である

と考えられる.またAcustadespecta

kikaJ'ensisで殻の14C濃度が約 6%軟体部よ

りも低 いことを考 えると.石灰岩起源の炭

素は穀だけに利用 されている可能性が考え
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第 6図 :殻と軟体部.植物葉の'-C濃度の比較

第 27図 :殻と軟体臥 植物葉の'-C濃度の比較

modernleaf

112.7±1.5%

tlSL'S

られる. しか し静岡のAcustadespeclas/'eboldianaでは逆に.殻の'4C濃度が軟体部よりも'4C濃度が約
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第 8蓑 :現生陸産貝類穀の計算される14C年代異常値

一and-snall sampl｡

estlmated

14C±16 ageanomaly

(%modern) (yr.) method

a.p. p1-B.p.sheH 101.9±1.2

B.p. p3lB.p.sheH 109.2±1.4

B.p. p6-B.p.sheH-mat. 104.0士1.3

B.p. p6-B.p.shelHmm. 98.8±1.2

8.p. pB-B.p.sholt-d 106.9±0.8

810±150 BN乙

250±150 BNZ.

650±150 BN乙

1060±150 BNZ.

420±130 BNZ.

C.k. pl-C.k.sheH

C.k. p3-C.k.sheH

C,k. p4-C.k.shell

111.8±1.3 60±150 BNZ

115.9±1.5 -230±160 BNZ

115.0±1.5 -160±160 BNZ

A.d.k. p1-A.d.k.sheH 103.2士1.4

A,d.k. p31A.d.k.sheH(ams-B) 108.4士0.8

A.d.k. p6-A.d.k.shell(ams-G) 108.Oj:1.0

710±160 BNZ.

310±130 AMS

340±140 AMS

C.∫ pA-C.t.shoIトd 121.3±1.2 -590±140 BNZ

LJ P3-L.r.sheH(ams-D) 96.3±0.8 1260±130 AMS

A.d.S. ps-A.d.S.sheH(ams-1) 110.3土0.8 170士130 AMS

modern leaf
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第 5図 :現生陸産貝類殻の'-C年代異常
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5%現生植物よりも高い結果であり,この原因についてはわからなかった

. E.陸産貝類化石のHc年代とHc年代異常の補正について

第9表に測定した化石陸産貝類の14C年代値の一覧を示 した.また第7図に砂丘堆積物の柱状図と測定 した

陸産貝類化石の'4C年代を示 した.第9表は現生試料から見積もった14C年代異常値を種ごとにまとめたもの

である.この平均値を用いて陸産貝類化石の'4C年代を補正 した.補正後の14C年代値の一覧を第9表に示 し

ている.また第7図にも補正後の,4C年代 (下線)でを示 した.

a.完新世の砂丘堆積物 (p6,p7,pC)

補正前のSURBS-10とsURBS-54の14C年代はそれぞれ510±65,830±105.補正後のSURBS-10と

SURBS-54の14C年代はそれぞれ60±220,380±220となった.補正後の14C年代は誤差1♂内で一致してい

る.これは'4C年代異常の平均の誤差が220年と大きいためである.つまり14C年代異常のばらつきを考慮す

るとsURBSi-10とsuRBS-54の年代は一致しているといえる.SURBS-11とSURBS-55では年代の一致は見

られなかった.

P7とpcの上位の層は同時代のであり,P6とpcの下位の層は異なる時代の可能性が強い.風成砂丘におい

て,化石層の保存は地形の影響などで砂丘全域で同時期におきなかった可能性が考えられる.

b.更新世の砂丘堆積物 (pD)

同一層で採取 した2種の'4C年代を測定した.Bradybaenaphaeogramma(SURBS-1)で31,000±750.

Cyclophon,ISkikaiensisで31,400±750 (SURBS-2)であった.この2つの年代差は約400年で誤差 lo･

内で一致している.補正後の14C年代はそれぞれ30,400±750(SURBS-1),31,400±750(SURBS-2)

であり,補正後の方が年代差が約1,000年 那 褒:陸朗 馴 ヒ石の14C年代仙(14C年代興榊 正郎と補正後)

と大きくなったが誤差 lq内で一致してい

た.更新世の陸産貝類化石では測定誤差が

'4C年代異常に比べて大きいので今後,14C

年代異常の補正を考えなくても測定誤差内

で妥当な年代を得られると考えられる.
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LSCno. species 採取地点 14Cagei:1q(yr.a.P.) correctedforageanomaly14Cage±1or(yr.B.P.)

SURBS-55 Bradybaenapl7aeOgramma p6 4.510±140 3,870±320

SURBS-01BrBdybaenaphaeogramma pD 31,000±750 30.400j=750

SURDS-02CycJophorusherklotsi pD 31.400±750 31,400±750

SURBS-10AcusbdeSPeCbkI'kaiens/'S pC 510±65 60±220
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第7図 :寄界鳥風成砂丘の柱状図と化石陸産貝類の.･C年代
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6.まとめ

A･Bradybaenaphaeogramma,Acustadespectakikaiensis.Luchuenaref/･cu/ataで14C年代異常

が見られた (第10表)･14C年代異常は同一種内でもばらつきがあるため,化石陸産貝類の.4C年代異常を補

正する時には,この'-C年代異常のばらつきも考慮する必要があると考えられる.

B･CyclophoruskikaI'ensisでは14C濃度異常が見られず.石灰岩地域でも'4C年代異常のない種がいるこ

とがわかった･またlAC年代異常がないCyclophorusk'･kaiensI･Sは前鯉亜綱.他の年代異常が見られた種は

有肺亜綱に分類されている (第10表)･このことは生物学的 (特に憩形成のメカニズムにおいて)に興味
深いといえる.

第 10表 :喜界島陸産貝類の14年代異常値のまとめ

land-snail species 14C年代異常(yr.) 平均値±16(yr.) 14C年代異常の有無 分類

β.p. Bradybaenaphaeogramma 250-1060 640±320 有り 有肺亜綱

C.k. CyC/Ophorusk/'ka/'ensis -230-60 -110±150 無し 前鰻重網

A.d.k. AcustadespectakJ'kaI'enSI-S 310-710 450±220 有り 右肺亜網

C./. ConI'globus/ewI'SI'I' >-590 - - 有肺亜網
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Abstract

Lnordertoestimatethe14c ageanomalyofIand-snailshellsinKikaiLsLand,14c

concentrationofmodernshe‖sandp)ant一eaveswereana一yzed.

The14CanalyseswerecarriedoutbyonBenzene-LiquidScintillationmethodfor

ordinaryamountofsamplesandAcceleratorMassSpectrometry(AMS)methodfor

smal一scaleofsamples.

Modernleavesoftwospecieswereana)yzedtoestimatethe14cconcentrationof

theatmosphere･Thepercentageofmodern14cconcentrationof一eavesintherange

ofwerefrom l14.3% tol12.3%,withanaverageofl12.7% withrespecttothe pre-

bomb levet･This value is consistentwith the decreaslng activity ofthe 14c

concentrationoHheatomosphere･Thepercentageofmodern14cconcentrationof

modern Land-snailshe‖s werevariable inarange from 98.8% to 109.2% ,from

lll.8%tol15.9% ,from 103.2%to108.4% and96.3% .

14cageanomalyfortwo一and-snailshellswereestimatedfrom thedifferenceof

thepercentageofmodern14c concentrationbetweenmodernIeavesand modern

shells･14CageanomalyforBradybaenaphaeogrammawereinawiderangeof250-

1060yr.withaverageof640±320(yr,±10'), -230-60yr.with average of-110±

150(yr.±10')forCyC/OphoruskI'kajensI'S,310-710yr.withaverageof450±220(yr.±

o')forAcustadespectakI'kaI'ensis,1260yr.forLuchuenaretl'cu/ala.

The variation in 14C age anomaly ofBradybaena phaeogramma and Acusta

despectakJ'ka/lens/-ssheILsmaybeduetotheringestionofdeadcarbonderivedfrom

thesubstrateoHimestone.

Icouldnotdetectthe 14c ageanomalyofCyC/Ophorusk/･ka/lens/･s shetls･ Itis

interestihgforbiologythatProsobramchia.CyC/OphoruskJ･kaiensI･sshowsno14cage

anomaly,butotherspecies belongtoPulumonatashow 14cageanomaly･
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